
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係規則の整備に関する規則

をここに公布する。 

平成１９年３月３０日 

 

津市長 松 田 直 久        

 

津市規則第４号 

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係規則の整備に関する

規則 

（津市事務分掌規則の一部改正） 

第１条 津市事務分掌規則（平成１８年津市規則第６号）の一部を次のように

改正する。 

第８条並びに第９条第１項及び第２項中「助役」を「副市長」に改める。 

（津市収入役の補助組織設置規則の一部改正） 

第２条 津市収入役の補助組織設置規則（平成１８年津市規則第７号）の一部

を次のように改正する。 

第１条中「地方自治法」を「地方自治法の一部を改正する法律（平成１８

年法律第５３号）附則第３条第２項の規定によりなお効力を有するものとさ

れる改正前の地方自治法」に改める。 

（津市教育長等の市長の権限に属する事務の一部の補助執行に関する規則の

一部改正） 

第３条 津市教育長等の市長の権限に属する事務の一部の補助執行に関する規

則（平成１８年津市規則第８号）の一部を次のように改正する。 

第３条及び第４条第１項中「助役」を「副市長」に改める。 

（津市職員の職名に関する規則の一部改正） 

第４条 津市職員の職名に関する規則（平成１８年津市規則第１６号）の一部

を次のように改正する。 

第４条第１項中「吏員である職員」を「事務職員又は技術職員」に改め、

「事務吏員又は技術吏員の職名及び」を削る。 

  別表主事の項中「事務吏員」を「事務職員」に改め、同表技師の項中「技

術吏員」を「技術職員」に改め、同表主事補の項中「その他の職員」を「事

務職員」に改め、同表技師補の項中「〃」を「技術職員」に改め、同表司書

の項中「事務吏員」を「事務職員」に改め、同表査察指導員の項中「事務吏

員又は技術吏員」を「事務職員又は技術職員」に改め、同表保育士の項中「事

務吏員又はその他の職員」を「事務職員等」に改め、同表医師の項中「技術



吏員」を「技術職員」に改め、同表看護師の項中「技術吏員又はその他の職

員」を「技術職員」に改め、同表薬剤師の項中「技術吏員」を「技術職員」

に改め、同表栄養士の項中「技術吏員又はその他の職員」を「技術職員」に

改め、同表清掃指導員の項中「事務吏員又は」を削り、同表技術員の項中 

 「事務吏員又はその他  「 

 の職員 

              その他の職員        

  技術吏員又はその他               

  の職員 

           」           」 

   

に改める。 を 

（津市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部改正） 

第５条 津市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則（平成１８年津

市規則第２７号）の一部を次のように改正する。 

  附則別表の２級の項中「吏員の職務」を「職員の職務（技能労務の職務を

除く。）」に改め、同表の３級の項中「吏員の職務」を「職員の職務（技能

労務の職務を除く。）」に、「（技能労務職に限る。）」を「に係る技能労

務」に改め、同表の４級の項中「（技能労務の職を含む。）の職務」を「の

職務（技能労務の職務を含む。）」に改め、「副主幹の職務」の次に「（技

能労務の職務を含む。）」を加える。 

  別表第１の２級の項中「吏員の職務」を「職員の職務（技能労務の職務を

除く。）」に改め、同表の３級の項中「吏員の職務」を「職員の職務（技能

労務の職務を除く。）」に、「（技能労務職に限る。）」を「に係る技能労

務」に改め、同表の４級の項中「（技能労務の職を含む。）の職務」を「の

職務（技能労務の職務を含む。）」に改める。 

（津市職員等の旅費に関する条例施行規則の一部改正） 

第６条 津市職員等の旅費に関する条例施行規則（平成１８年津市規則第２８

号）の一部を次のように改正する。 

第１号様式及び第２号様式中「助役」を「副市長」に改める。 

（津市市税条例施行規則の一部改正） 

第７条 津市市税条例施行規則（平成１８年津市規則第３８号）の一部を次の

ように改正する。 

第２条の見出し及び同条中「市吏員」を「市職員」に改め、同条各号中「吏

員」を「職員」に改める。 

（津市建設工事執行規則の一部改正） 

第８条 津市建設工事執行規則（平成１８年津市規則第４１号）の一部を次の



ように改正する。 

第１８条第２項中「技術吏員」を「技術職員」に改める。 

（津市会計規則の一部改正） 

第９条 津市会計規則（平成１８年津市規則第４２号）の一部を次のように改

正する。 

第２１号様式、第２２号様式（その１）及び第２２号様式（その２）中「助

役」を「副市長」に改める。 

（津市物品会計規則の一部改正） 

第１０条 津市物品会計規則（平成１８年津市規則第４３号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第１号様式、第４号様式、第６号様式及び第７号様式中「助役」を「副市

長」に改める。 

（津市生活保護法施行取扱規則の一部改正） 

第１１条 津市生活保護法施行取扱規則（平成１８年津市規則第８６号）の一

部を次のように改正する。 

第１０号様式及び第１１号様式中「交付吏員印」を「交付職員印」に改め

る。 

（津市火入れに関する条例施行規則の一部改正） 

第１２条 津市火入れに関する条例施行規則（平成１８年津市規則第１７５号）

の一部を次のように改正する。 

第６条（見出しを含む。）及び第４号様式中「火入れ調査吏員証」を「火

入れ調査職員証」に改める。 

（津市災害対策本部に関する条例施行規則の一部改正） 

第１３条 津市災害対策本部に関する条例施行規則（平成１８年津市規則第２

３１号）の一部を次のように改正する。 

第４条第１項中「助役」を「副市長」に改める。 

（津市助役事務分担規則の一部改正） 

第１４条 津市助役事務分担規則（平成１８年津市規則第２４２号）の一部を

次のように改正する。 

題名を次のように改める。 

津市副市長事務分担規則 

本則中「助役」を「副市長」に改める。 

   附 則 

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の日の前日において、次の表の左欄に掲げる職名を付与さ



れていた職員は、別に辞令を発せられない限り、この規則の施行の日をもっ

てそれぞれ同表の右欄に掲げる職名を付与されたものとする。 

事務吏員 事務職員 

技術吏員 技術職員 

主事補 事務職員 

技師補 技術職員 

 



津市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則 

をここに公布する。 

  平成１９年３月３０日 

 

津市長 松 田 直 久  

 

津市規則第５号 

   津市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する

規則 

 津市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則 

（平成１８年津市規則第２７号）の一部を次のように改正する。 

 附則別表の６級の項中「副総合支所長」の次に 「（ 久居総合支所副総合支所 

長を除く 。）」 を加え、同表の７級の項中「担当理事等 ）」 の次に「並びに久 

居総合支所長」を加え、「工事事務所長」を「久居工事事務所長」に改め、「 

５ 総合支所」を「６ 総合支所」に、「４ 総合支所長の職務」を 

「４ 総合支所長（久居総合支所長を除く 。） の職務   

５ 久居総合支所副総合支所長の職務      」 
に改め、同表の８級の  

項中「総合支所長」の次に 「（ 久居総合支所長に限る 。）」 を加える。 

 別表の６級の項中「副総合支所長」の次に 「（ 久居総合支所副総合支所長を 

除く 。）」 を加え、同表の７級の項中「担当理事等 ）」 の次に「並びに久居総 

合支所長」を加え、「工事事務所長」を「久居工事事務所長」に改め、「５ 

総合支所」を「６ 総合支所」に、「４ 総合支所長の職務」を 

「４ 総合支所長（久居総合支所長を除く 。） の職務  

 ５ 久居総合支所副総合支所長の職務      」 
に改め、同表の８級の  

項中「総合支所長」の次に 「（ 久居総合支所長に限る 。）」 を加える。 

   附 則 

 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

 

 



津市職員の給与の支給に関する規則等の一部を改正する規則をここに公布す

る。

平成１９年３月３０日

津市長 松 田 直 久

津市規則第６号

津市職員の給与の支給に関する規則等の一部を改正する規則

（津市職員の給与の支給に関する規則の一部改正）

第１条 津市職員の給与の支給に関する規則（平成１８年津市規則第２６号）

の一部を次のように改正する。

第７条第１項中「割合は」を「額は」に、「割合（」を「月額（」に、「

割合）」を「月額）」に改め、同条第２項を削り、同条第３項を同条第２項

とし、同条第４項を同条第３項とし、同条第５項中「額に」を「月額に」に、

「額と」を「月額と」に改め、同項を同条第４項とする。

第２２条第２号を次のように改める。

⑵ 三重短期大学学長

附則第３項の見出し中「額」を「月額」に改め、同項中「額は」を「月額

は」に、「割合（」を「月額（」に、「割合）を乗じて得た額」を「月額）」

に改める。

附則第４項の前の見出しを削り、同項中「算出に係る割合」を「月額」に、

「割合と」を「額と」に改める。

附則第５項中「第６項」を「附則第６項」に、「算出に係る割合」を「月

額」に、「間」を「間に」に、「割合と」を「額と」に改める。

附則第６項中「第７項」を「附則第７項」に、「算出に係る割合」を「月

額」に改める。

附則に次の２項を加える。

（給料及び管理職手当等に係る特例の適用除外）

７ 条例附則第１１項の規則で定める者は、別表第１に掲げる職にある者（

同表行政職給料表の職務の級５級の項の中欄に掲げる職にある者を除く｡

及び同表行政職給料表の職務の級５級の項の中欄に掲げる職にある者（津

市管理職員等の範囲を定める規則（平成１８年津市公平委員会規則第７号）

別表右欄に掲げる職にある者並びに水道局並びに消防本部及び消防署の調

整担当主幹、水道総務課の経営管理担当の担当主幹、消防総務課の人事研

修担当の担当主幹、消防署分署長並びに消防署分遣所長に限る。以下「調



整担当主幹等」という｡ ）とする。

（管理職手当の特例）

８ 条例附則第１２項の規則で定める者は前項に規定する者とし、条例附則

第１２項の規定による管理職手当の月額は別表第１の中欄に掲げる職にあ

る職員の区分に応じて、同表の右欄に掲げる月額と津市職員の給与の支給

に関する規則等の一部を改正する規則（平成１９年津市規則第 号）附

則第２項の規定による管理職手当との合計額から、当該月額に次の各号に

掲げる職員の区分に応じ当該各号に定める割合を乗じて得た額を減じて得

た額（その額に１円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額）

とする。

⑴ 行政職給料表の職務の級８級の職員及び三重短期大学学長 １００分

の１０

⑵ 行政職給料表の職務の級７級の職員 １００分の７

⑶ 行政職給料表の職務の級６級の職員並びに三重短期大学学生部長及び

三重短期大学附属図書館長 １００分の５

⑷ 行政職給料表の職務の級５級の職員（調整担当主幹等に限る｡ ） １

００分の３

別表第１を次のように改める。



別表第１（第７条、第２２条関係）

職務の級の区分 職 月 額

行政職給料表の１ 消防長、水道局長 １０３，７００円

職務の級８級 ２ 困難な業務を所掌する部長等（津市事１０３，７００円

務分掌規則（平成１８年津市規則第６号。

以下「分掌規則」という｡ ）第４条第１

項第１号に規定する部長、同条第５項第

１号に規定する担当理事、消防次長、三

重短期大学事務局長、教育次長及び議会

事務局長をいう。以下同じ｡ ）

３ 困難な業務を所掌する総合支所長（久 ９４，３００円

居総合支所長に限る｡ ）

行政職給料表の１ 部長等、久居総合支所長 ８３，９００円

職務の級７級 ２ 部次長等（分掌規則第４条第１項第２ ７９，５００円

号に規定する室次長及び部次長、担当参

事（総合支所の担当参事を除く｡ ）、消

防署長（消防監以上の階級にある者に限

る｡ ）、副収入役、水道局次長、選挙管

理委員会事務局長、農業委員会事務局長、

監査事務局長並びに議会事務局次長をい

う｡ )

３ 久居工事事務所長、総合支所長（久居 ７５，１００円

総合支所長を除く｡ ）及び久居総合支所

副総合支所長

４ 総合支所の担当参事 ７０，７００円

行政職給料表の１ 課長等（分掌規則第４条第１項第３号 ６６，４００円

職務の級６級 に規定する課長並びに消防本部、水道局、

教育委員会事務局及び議会事務局の課長、

同条第３項に規定する室長、担当副参事

（総合支所の担当副参事を除く｡ ）、津

リージョンプラザ館長、津市アストプラ

ザ館長、津市西部クリーンセンター所長、

津市クリーンセンターおおたか所長、津

市白銀環境清掃センター所長、津市安芸・

津衛生センター所長、津市中央保健セン



ター所長、津市ポルタひさいふれあいセ

ンター所長、消防署長（消防監以上の階

級にある者を除く｡ ）、消防署副署長、

消防署分署長（消防司令長以上の階級に

ある者に限る｡ ）、収入役室長、三重短

期大学事務局次長、津市津図書館長、津

市図書館図書事務長、選挙管理委員会事

務局次長、農業委員会事務局次長並びに

監査事務局次長をいう｡ ）

２ 副総合支所長（久居総合支所副総合支 ６６，４００円

所長を除く｡ ）

３ 総合支所の課長、室長及び担当副参事、 ６２，２００円

教育委員会事務局事務所長

行政職給料表の１ 担当主幹 ５５，２００円

職務の級５級 ２ 東京事務所の副所長、出張所の所長（ ５５，２００円

行政職給料表の７級の職務にある者に限

る｡ ）、津市中央市民館長、津市河芸美

化センター事務長、津市クリーンセンタ

ーくもず事務長、津市中央保健センター

副所長、津市中央浄化センター所長、津

市サンヒルズ安濃館長、津市とことめの

里一志内一志温泉館長、津市とことめの

里一志内津市一志福祉センター所長、水

道局水道事業所の所長、消防署指揮指令、

消防署分署長（消防司令長以上の階級に

ある者を除く｡ ）、消防署分遣所長（消

防司令以上の階級にある者のうち消防長

が特に定める者に限る｡ ）、津市津図書

館副館長、津市久居ふるさと文学館長、

津市河芸図書館長、津市芸濃図書館長、

津市美里図書館長、津市安濃図書館長、

津市きらめき図書館長、津市一志図書館

長、津市うぐいす図書館長、津市白山総

合文化センター館長

教育職給料表（三重短期大学学長 １２３，１００円



一）の職務の級

４級

教育職給料表（三重短期大学学生部長、三重短期大学附属 ８１，３００円

一）の職務の級図書館長

４級から１級ま

で

備考 他の職を兼ねている場合は、いずれか上位の月額とする。



（津市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部改正）

第２条 津市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則（平成１８年津

市規則第２７号）の一部を次のように改正する。

第１１条から第１３条までを次のように改める。

第１１条から第１３条まで 削除

第１４条第１項中「第９条第４項ただし書」を「第９条第１項」に改め、

同条第２項中「又は最高の号給を超える給料月額」を削る。

第１４条の３の見出し中「職員等」を「職員」に改め、同条中「又は最高

の号給を超える給料月額」を削る。

（津市職員の管理職員特別勤務手当の支給に関する規則の一部改正）

第３条 津市職員の管理職員特別勤務手当の支給に関する規則（平成１８年津

市規則第２９号）の一部を次のように改正する。

第１条中「第３１条第３項」を「第３１条第４項」に改める。

第２条第１項中「管理職員の占める職に係る津市職員の給与の支給に関す

る規則（平成１８年津市規則第２６号）別表第１に掲げる割合に応じ、次に

掲げる」を「次の各号に掲げる職員の区分に応じ、当該各号に定める」に改

め、同項各号を次のように改める。

⑴ 行政職給料表の職務の級８級の職員及び同表の職務の級７級の職員（

部長等（津市事務分掌規則（平成１８年津市規則第６号）第４条第１項

第１号に規定する部長、同条第５項第１号に規定する担当理事、消防次

長、三重短期大学事務局長、教育次長及び議会事務局長をいう。以下同

じ｡ ）及び久居総合支所長に限る｡ ）並びに三重短期大学学長 １２，

０００円

⑵ 行政職給料表の職務の級７級の職員（部長等及び久居総合支所長を除

く｡ ）及び同表の職務の級６級の職員並びに三重短期大学学生部長及び

三重短期大学附属図書館長 １０，０００円

⑶ 行政職給料表の職務の級５級の職員 ８，０００円

附 則

（施行期日）

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ 津市職員の給与に関する条例（平成１８年津市条例第４２号。以下「条例」

という｡ ）第１８条第１項の規定により管理職手当を支給される職員のうち、

第１条の規定による改正後の津市職員の給与の支給に関する規則（以下「新

規則」という｡ ）第７条の規定による管理職手当が経過措置基準額に達しな



いこととなる職員には、当該管理職手当のほか、当該管理職手当と経過措置

基準額との差額に相当する額に次の各号に掲げる期間の区分に応じ当該各号

に定める割合を乗じて得た額（その額に１円未満の端数があるときは、その

端数を切り捨てた額）を管理職手当として支給する。

⑴ 平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで １００分の１００

⑵ 平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで １００分の７５

⑶ 平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで １００分の５０

⑷ 平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで １００分の２５

３ 前項に規定する経過措置基準額とは、次の各号に掲げる職員の区分に応じ、

当該各号に定める額をいう。

⑴ この規則の施行の日（以下「施行日」という｡ ）の前日に適用されてい

た給料表と同一の給料表の適用を受ける職員（以下「同一給料表適用職員」

という｡ ）であって、同日に属していた職務の級より下位の職務の級に属

する職員以外のもののうち、上位職相当職員（同日において占めていた第

１条の規定による改正前の津市職員の給与の支給に関する規則（以下「旧

規則」という｡ ）別表第１に掲げる職より高い職に相当する新規則別表第

１に掲げる職を占める職員をいう｡ ）又は相当職職員（同日において占め

ていた旧規則別表第１に掲げる職に相当する新規則別表第１に掲げる職を

占める職員をいう。第３号において同じ｡ ） 同日にその者が受けていた

管理職手当

⑵ 同一給料表適用職員であって、施行日の前日に属していた職務の級より

下位の職務の級に属する職員以外のもののうち、下位職相当職員（同日に

おいて占めていた旧規則別表第１に掲げる職より低い職に相当する新規則

別表第１に掲げる職を占める職員をいう。第４号において同じ｡ ） 同日

に旧規則別表第１に掲げる職より低い職に相当する新規則別表第１に掲げ

る職を占めていたとしたならばその者が受けることとなる管理職手当

⑶ 同一給料表適用職員であって、施行日の前日に属していた職務の級より

下位の職務の級に属するもののうち、相当職職員 同日にその者が当該下

位の職務の級に降格したとしたならばその者が受けることとなる管理職手

当

⑷ 同一給料表適用職員であって、施行日の前日に属していた職務の級より

下位の職務の級に属するもののうち、下位職相当職員 同日にその者が当

該下位の職務の級に降格し、かつ、旧規則別表第１に掲げる職より低い職

に相当する新規則別表第１に掲げる職を占めていたとしたならばその者が

受けることとなる管理職手当



⑸ 施行日以後に給料表の適用を異にする異動をした職員（施行日以後に新

たに給料表の適用を受けることとなった職員を除く｡ ） 施行日の前日に

当該異動をしたものとした場合に前各号の規定に準じてその者が受けるこ

ととなる管理職手当

⑹ 前各号に掲げる職員のほか、施行日以後に国家公務員又は他の地方公共

団体の地方公務員であった者から人事交流等により引き続き新たに給料表

の適用を受けることとなった職員その他特別の事情があると認められる職

員のうち、部内の他の職員との均衡を考慮して前各号に掲げる職員に準ず

るものとして市長が定める職員 前各号の規定に準じて市長が定める額



 津市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の施行に伴う関係規則の

整備に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する。  

平成１９年３月３０日  

 

                             津市長 松 田 直 久  

 

津市規則第７号  

津市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の施行に伴う関係規

則の整備に関する規則の一部を改正する規則  

  津市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の施行に伴う関係規則の

整備に関する規則（平成１８年津市規則第２７０号）の一部を次のように改正

する。  

 附則第２項の表中「１００分の１３」を「１００分の１４」に、「１００分

の１」を「１００分の２」に改める。  

 附則第４項中「）以後」を「以後」に、「平成１９年１月１日から」を「平

成２０年１月１日から」に改める。  

附 則  

  この規則は、平成１９年４月１日から施行する。  

 

 



津市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例施行規則

及び津市職員及び議会の議員その他非常勤の職員の公務災害見舞金の支給に関

する条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

平成１９年３月３０日 

 

津市長 松 田 直 久        

 

津市規則第８号 

津市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例施行

規則及び津市職員及び議会の議員その他非常勤の職員の公務災害見舞金

の支給に関する条例施行規則の一部を改正する規則 

（津市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例施行規

則の一部改正） 

第１条 津市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

施行規則（平成１８年津市規則第３３号）の一部を次のように改正する。 

第２条の４を第２条の５とし、第２条の３の次に次の１条を加える。 

（就業の場所から勤務場所への移動等） 

第２条の４ 条例第２条の２第１項第２号の規則で定める就業の場所から勤

務場所への移動は、次に掲げる移動とする。 

⑴ 一の勤務場所から他の勤務場所への移動 

⑵ 次に掲げる就業の場所から勤務場所への移動 

  ア  労働者災害補償保険法（昭和２２年法律第５０号）第３条第１項

の適用事業に係る就業の場所 

   イ 国家公務員災害補償法（昭和２６年法律第１９１号）第１条第１項

に規定する職員の勤務場所 

   ウ その他勤務場所並びにア及びイに掲げる就業の場所に類するもの 

２  条例第２条の２第１項第２号の規則で定める職員に関する法令の規定

に違反して就業している場合は、次に掲げる法令の規定に違反している場

合とする。 

⑴ 地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第３８条第１項 

⑵ 前号に掲げる法令の規定に類する法令の規定 

３ 条例第２条の２第１項第３号の規則で定める要件は、同号に掲げる移動

が、単身赴任手当の支給を受ける地方公務員災害補償法（昭和４２年法律

第１２１号。以下「法」という。）第２条第１項に規定する職員と均衡上

必要があると認められる職員により行われるものであることとする。 

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%93%f1%96%40%8c%dc%81%5a&REF_NAME=%98%4a%93%ad%8e%d2%8d%d0%8a%51%95%e2%8f%9e%95%db%8c%af%96%40%91%e6%94%aa%8f%f0%82%cc%93%f1%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000800200000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000800200000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000800200000002000000000000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%98%5a%96%40%88%ea%8b%e3%88%ea&REF_NAME=%8d%91%89%c6%8c%f6%96%b1%88%f5%8d%d0%8a%51%95%e2%8f%9e%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=


第１１条第１項中「地方公務員災害補償法（昭和４２年法律第１２１号。

以下「法」という。）」を「法」に改める。 

第１７条第１項中第８号及び第９号を削り、第１０号を第８号とし、第１

１号から第２１号までを２号ずつ繰り上げ、第２２号を削る。 

附則第５項中「障害の等級」を「障害等級」に、「第２９条第６項」を「第

２９条第８項」に改める。 

附則第６項第１号中「第７級以上の等級」を「第７級以上の障害等級」に、

「障害の等級」を「障害等級」に改め、同項第２号中「第８級以下の等級」

を「第８級以下の障害等級」に、「障害の等級」を「障害等級」に改める。 

第２１号様式１号紙を次のように改める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第２１号様式（第２６条関係） 

災害発生年度 年度 職 名
  

福 祉 事 業 記 録 簿         １号紙 

申請者の
氏 名 等 年 月 日生

被災職員
との続柄

□本 人 
□遺 族 

治 ゆ 年 月 日 年  月  日 障害補償 □該当 □非該当 
（第     級） 

申請者の

住 所
 

申請者が遺族の
場合被災職員の
死亡年月日 

年     月     日  

種 類 実 施 内 容 支 払 金 額 支 払 年 月 日 備 考 

外 科 後 処 置 
    年 月 日   

補 装 具 
        

リハビリテーション 
        

休 養 
        

ア フ タ ー ケ ア 
        

休 業 援 護 金 
        

在宅介護を行う介護
人の派遣 

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

奨 学 援 護 金 
        

就労体育援護金 
        

傷病特別支給金 
        

障害特別支給金 
        

 



 

遺族特別支給金 
        

障害特別援護金 
        

遺族特別援護金 
        

傷病特別給付金 
        

障害特別給付金 
        

遺族特別給付金 
        

障害差額特別給付金 
        

長期家族介護者援護
金 

        

振込先金
融機関名

銀行    支店

口座番号   

  

 

 



第２３号様式中「障害の等級」を「障害等級」に改める。 

（津市職員及び議会の議員その他非常勤の職員の公務災害見舞金の支給に関

する条例施行規則の一部改正） 

第２条 津市職員及び議会の議員その他非常勤の職員の公務災害見舞金の支給

に関する条例施行規則（平成１８年津市規則第３４号）の一部を次のように

改正する。 

第２号様式及び第５号様式中「障害の等級」を「障害等級」に改める。 

附 則 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

２ 第１条の規定による改正後の津市議会の議員その他非常勤の職員の公務災

害補償等に関する条例施行規則第１７条第１項各号の規定は、この規則の施

行の日（以下「施行日」という。）以後に行うべき事由が生じた福祉事業に

ついて適用し、施行日前に行うべき事由が生じた福祉事業については、なお

従前の例による。 



 津市事務分掌規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

平成１９年３月３０日 

 

津市長 松 田 直 久  

        

 

津市規則第９号 

津市事務分掌規則の一部を改正する規則 

 津市事務分掌規則（平成１８年津市規則第６号）の一部を次のように改正す

る。 

別表第１市長公室の表政策課の部政策担当の項中第１０号を削り、第９号を

第１０号とし、第５号から第８号までを１号ずつ繰り下げ、第４号の次に次の

１号を加える。 

⑸ 自治の基本に係る条例に関すること。 

別表第１総務部の表総務課の部総務議事担当の項中第１８号を第１９号とし、

第５号から第１７号までを１号ずつ繰り下げ、第４号の次に次の１号を加える。 

⑸ 市章に関すること。 

別表第１総務部の表広報広聴課の部広報担当の項中第７号を第８号とし、第

６号の次に次の１号を加える。 

⑺ 市の花、木及び鳥並びに市民歌に関すること。 

別表第１市民部の表人権課の部人権啓発担当の項中第５号を第６号とし、第

４号を第５号とし、第３号の次に次の１号を加える。 

⑷ 非核平和に係る事業の推進に関すること。 

別表第１健康福祉部の表福祉管理課の部地域福祉担当の項第１０号中「三重

県バリアフリーのまちづくり推進条例」を「三重県ユニバーサルデザインのま

ちづくり推進条例」に改める。 

別表第１都市計画部の表都市管理課の部交通政策担当の項第４号を次のよう

に改める。 

 ⑷ 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成１８年法

律第９１号）に係る基本構想に関すること。 

別表第１都市計画部の表公園緑地課の部公園担当の項第６号中「三重県バリ

アフリーのまちづくり推進条例」を「三重県ユニバーサルデザインのまちづく

り推進条例」に改め、同表建築指導課の部建築審査担当の項第４号中「住宅金

融公庫法（昭和２５年法律第１５６号）」を「独立行政法人住宅金融支援機構

法（平成１７年法律第８２号）」に改め、同部建築安全担当の項第５号中「三

 



重県バリアフリーのまちづくり推進条例」を「三重県ユニバーサルデザインの

まちづくり推進条例」に改め、同項第６号を次のように改める。 

⑹ 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律に基づく特定建

築物の計画の認定等に関すること。 

別表第１建設部の表道路維持課の部道路維持担当の項第４号中「三重県バリ

アフリーのまちづくり推進条例」を「三重県ユニバーサルデザインのまちづく

り推進条例」に改める。 

別表第３総務部総務課の表地域振興室の部地域振興担当の項第１号中「調整」

を「総合調整」に改め、同項第２号中「連絡調整」を「総合調整」に改める。 

別表第３都市計画部都市計画課の表開発指導室の部開発指導担当の項第５号

中「三重県バリアフリーのまちづくり推進条例」を「三重県ユニバーサルデザ

インのまちづくり推進条例」に改める。 

    附 則 

 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

 

 



 津市公印規則の一部を改正する規則をここに公布する。  
  平成１９年３月３０日  

 
                      津市長 松 田 直 久  

 
津市規則第１０号  
   津市公印規則の一部を改正する規則  
 津市公印規則（平成１８年津市規則第１０号）の一部を次のように改正する。  

別表市長印の項中  
「

契約書、覚

書、協定書

その他契約

に相当する

もの  を

「
契約書、覚

書、協定書

その他契約

に相当する

もの（専用

公印の使用

の範囲に属

しない事項

に限る。）  

に、  

」 」

 

「
総合支所長

専決事項及

び教育委員

会事務局事

務所長専決

事項（契約

書、覚書、

協定書その

他契約に相

当するもの

を 除 く 。）  

を

「
総合支所長

専決事項（

契約書、覚

書、協定書

その他契約

に相当する

ものを除く。）

及び教育委

員会事務局

事務所長専

決事項  

に、  

」 」

「
課長（室長）

専決事項（  

「
課長（室長）

専決事項  
 



契約書、覚

書、協定書

その他契約

に相当する

も の を 除

く。）  

を

  

に改め、同表市長職務代理者印の項中  

」 」

「
契約書、覚

書、協定書

その他契約

に相当する

もの  を

「
契約書、覚

書、協定書

その他契約

に相当する

もの（専用

公印の使用

の範囲に属

しない事項

に限る。）  

に、  

」 」

 

「
総合支所長

専決事項及

び教育委員

会事務局事

務所長専決

事項（契約

書、覚書、

協定書その

他契約に相

当するもの

を除く。） 

を

「
総合支所長

専決事項（

契約書、覚

書、協定書

その他契約

に相当する

ものを除く。）

及び教育委

員会事務局

事務所長専

決事項  

に、  

」 」

「
課長（室長）

専決事項（

契約書、覚

書、協定書

その他契約   を

「
課長（室長）

専決事項  
 
 
 

に改め、同表助役印の項を次のように  



に相当する

ものを除く。） 
 

」 」

改める。  

副市

長印 

 れい書 方18 一般 総務課文書

管理担当の

担当主幹又

は担当副主

幹 

１ 
三 重 県 
津 市 副 
市 長 印 

附 則  
 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。  



 津市知的障害者共同生活援助事業所の設置及び管理に関する条例施行規則の

一部を改正する規則をここに公布する。  

  平成１９年３月３０日  

 

                      津市長  松  田  直  久  

 

津市規則第１１号  

   津市知的障害者共同生活援助事業所の設置及び管理に関する条例施行規

則の一部を改正する規則  

 津市知的障害者共同生活援助事業所の設置及び管理に関する条例施行規則（  

平成１８年津市規則第１１２号）の一部を次のように改正する。  

 題名を次のように改める。  

   津市知的障害者一体型指定共同生活介護事業所等の設置及び管理に関す

   る条例施行規則  

 第１条中「津市知的障害者共同援助事業所の設置及び管理に関する条例」を

「津市知的障害者一体型指定共同生活介護事業所等の設置及び管理に関する条

例」に改める。  

 第２条第１項中「知的障害者共同生活援助事業所指定管理者指定申請書」を

「知的障害者一体型指定共同生活介護事業所等指定管理者指定申請書」に改め

る。  

 第３条中「知的障害者共同生活援助事業所」を「知的障害者一体型指定共同

生活介護事業所及び知的障害者一体型指定共同生活援助事業所」に、 「グルー  

プホーム」を「一体型指定ケアホーム等」に改める。  

 第４条から第６条までの規定中「グループホーム」を「一体型指定ケアホー

ム等」に改める。  

 別記様式中「知的障害者共同生活援助事業所指定管理者指定申請書」を「知

的障害者一体型指定共同生活介護事業所等指定管理者指定申請書」に改める。  

附  則  

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。  

 

 

 

 

 



 津市保育所の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則をこ

こに公布する。  
  平成１９年３月３０日  

 
津市長 松 田 直 久  

  
津市規則第１２号  
   津市保育所の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則  

津市保育所の設置及び管理に関する条例施行規則（平成１８年津市規則第８

８号）の一部を次のように改正する。  
 別表備考４を次のように改める。  
４ 同一世帯から２人以上の児童が入所している場合における入所負担金の額

は、年齢の高い順に２人目の児童にあっては（  ）の額を、３人目以降の

児童にあっては〔  〕の額を適用する。  
また、同一世帯から保育所に入所している児童のほか、幼稚園又は認定こ

ども園に入園している児童がある場合における当該保育所に入所している児

童に係る入所負担金の額は、当該幼稚園又は認定こども園に入園している児

童を含めて年齢の高い順に２人目の児童にあっては（  ）の額を、３人目

以降の児童にあっては〔  〕の額を適用する。  
   附 則  
 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



津市助産施設及び母子生活支援施設への入所に要する費用の徴収に関する規

則の一部を改正する規則をここに公布する。  
平成１９年３月３０日  

  
                      津市長 松 田 直 久         

 
津市規則第１３号  

  津市助産施設及び母子生活支援施設への入所に要する費用の徴収に関す

る規則の一部を改正する規則  
 津市助産施設及び母子生活支援施設への入所に要する費用の徴収に関する規

則（平成１８年津市規則第８７号）の一部を次のように改正する。  
 別表備考第４項第３号中「社会福祉法施設」を「社会福祉施設」に、「  又は

身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１７条の１０及び知的障害

者福祉法（昭和３５年法律第３７号）第１５条の１１に定める施設訓練等支援

費の受給者」を「  、児童福祉法第２４条の２に定める障害児施設給付費若しく

は障害者自立支援法（平成１７年法律第１２３号）第６条に定める自立支援給

付（同法第５条第５項、第６項及び第１３項から第１５項までに規定するサー

ビスに係るものに限る。 ）の受給者又は同法附則第２２条の規定による支給決

定を受けている者」に改め、同号ア中「身体障害者福祉法」の次に「  （昭和２

４年法律第２８３号） 」を加え、同号ウ中「障害基礎年金手当等」を「障害基

礎年金等」に改め、同号に次のように加える。  
エ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 ( 昭和２５年法律第１２３

号）第４５条に定める精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者  
別表備考第５項を削り、同表備考第６項第２号中「３００，０００円  」を「   

３５０，０００円」に改め、同項を同表備考第 5 項とし、同表備考中第７項を

第６項とし、第８項を第７項とする。  
   附 則  
 この規則は、公布の日から施行する。  

 
 
 
 
 
 



 津市林道維持管理規則をここに公布する。  
  平成１９年３月３０日  
 

津市長 松 田 直 久  
 

津市規則第１４号  
   津市林道維持管理規則  
 （趣旨）  
第１条 この規則は、本市が維持管理する林道の保全と通行の安全を図るため、

林道の維持管理に関し必要な事項を定めるものとする。  
 （定義）  
第２条 この規則において「林道」とは、本市が保有する民有林林道台帳に登

載された林道をいう。  
 （管理者）  
第３条 林道は、市長（以下「管理者」という 。） が管理する。  
 （管理者の責務）  
第４条 管理者は、林道を常時良好な状態に保つよう維持し、又は修繕し、利

用者の交通に支障のないよう努めるものとする。  
 （災害等に対する措置）  
第５条 管理者は、林道が災害その他の理由により損傷したときは、速やかに

必要な措置を講ずるものとする。  
 （標識等の設置）  
第６条 管理者は、林道の構造の保全及び交通の安全を図るため、必要な場所

に道路標識その他の標識を設置するものとする。  
 （禁止行為）  
第７条 管理者は、次に掲げる行為を禁止することができる。  
 ⑴ みだりに林道を損傷し、又は汚損すること。  
 ⑵ みだりに林道に木材、土石等の物件を放置し、又は林道の構造及び通行

に支障を及ぼすおそれのある行為をすること。  
２ 管理者は、前項の規定に違反した者に対し、その林道を現状に回復させ、

又は賠償させることができる。  
 （通行の禁止又は制限）  
第８条 管理者は、次の各号のいずれかに該当する場合は、通行を禁止し、又

は制限することができる。この場合において、管理者は、必要な箇所にその

旨を提示するものとする。  



 ⑴ 林道の破損、欠壊その他の事由により通行が危険であると認められると

き。  
 ⑵ 林道に関する工事の施行のため、通行が困難であると認められるとき。  
 ⑶ 林道の保全を害するおそれがあると認められる車両の通行のとき。  
 ⑷ その他管理者が必要と認めるとき。  
 （林道利用の申請）  
第９条 次に掲げる施設を設けて林道を利用しようとする者は、林道利用（利

用変更）申請書（第１号様式。以下「利用申請書」という 。） により管理者

の承認（以下「利用承認」という 。） を受けなければならない。利用承認を

受けた事項を変更しようとするときも、同様とする。  
 ⑴ 林産物又は土石の集積場又は積載施設  

⑵ 工事用施設又は工事用材料置場  
 ⑶ 用排水管又は水管  
 ⑷ その他林道の構造又は通行に支障を及ぼすおそれのある施設  
 （利用の承認及び条件）  
第１０条 利用承認は、林道利用承認書（第２号様式。以下「利用承認書」と

いう 。） の交付によりこれを行うものとする。  
２ 管理者は、利用承認に林道の管理上必要な条件を付すことができる。  
 （利用承認の取消し等）  
第１１条 管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、林道の利用を停

止し、又は利用承認を取り消すことができる。  
 ⑴ 利用承認を受けた者（以下「利用者」という 。） がこの規則に違反した

とき。  
 ⑵ 利用者による林道の利用方法に適正を欠き、林道の維持管理に支障を来

すおそれがあると認められるとき。  
 ⑶ その他林道の維持管理のため必要があるとき。  
 （損害賠償）  
第１２条 前条の場合において、利用者に損害が生じても本市は、その責めを

負わない。  
 （委任）  
第１３条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、管理者が別に定める。  
   附 則  
 この規則は、公布の日から施行する。  
 
 



第１号様式（第９条関係） 

 

林道利用（利用変更）申請書 

年  月  日  

（あて先）津市長 

（〒    ）    

住 所           

申請者 氏 名        印  

 

法人その他の団体にあっ

ては、主たる事務所又は

事業所の所在地、名称及

び代表者の氏名 

電 話           

          利  用 

次のとおり林道を    したいので、申請します。 

          利用変更 

 

利用の目的  

利用の期間 
 

 

路線名  林道 
利用の場所 

場 所  

利 用 面 積  

工作物又は 

施設の構造 
 

備   考  

添付書類 

 １ 利用場所の見取図、平面図及び設計図 

 ２ その他管理者が求める書類 

備考 利用変更の場合にあっては、関係する欄の下部に変更後のものを記載し、上部に変

更前のものを括弧書きすること。 



第２号様式（第１０条関係） 

 

林道利用（利用変更）承認書 

 

年  月  日  

（氏   名） 様 

 

津市長 （氏 名） 印   

 

                        利  用 

年  月  日付けで申請のあった林道    について、次のとおり承認 

                        利用変更 

します。 

 

利用の目的  

利用の期間 
          年  月  日から   年  月  日まで 

                             日間 

路線名  林道 
利用の場所 

場 所  

利 用 面 積  

工作物又は 

施設の構造 
 

遵守事項 

１ 利用期間の満了の時は、直ちに施設物を撤去し、道路を原形に復旧

すること。 

２ 上記に要する費用は、すべて申請者の負担とする。 

３ 原形に復旧することが困難なとき、又は不適当と認められるとき

は、その構造について必要な指示を受けること。 

４ その他規則に定める事項を遵守すること。 

条   件 

 

 



津市会計規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

平成１９年３月３０日 

 

津市長 松 田 直 久 

 

津市規則第１５号 

津市会計規則の一部を改正する規則 

津市会計規則（平成１８年津市規則第４２号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第３号中 ｢ 収入役室長及び選挙管理委員会事務局長 ｣ を「議会事務局

長、選挙管理委員会事務局長、農業委員会事務局長、監査事務局長及び収入役

室長」に改め、同条第４号中「並びに農業委員会事務局長」を「、農業委員会

事 務局次長 、監査事 務局長 (事 務局次 長が置か れる場合 にあって は事務局 次

長 ) 並びに議会事務局議会総務課長」に改める。 

 第５０条の見出しを「 ( 公金取扱時間 ) 」に改め、同条第２項中「執務時

間」の次に「のうち午前９時から午後４時まで」を加える。 

   附 則 

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

  



 津市終末処理場の設置及び管理に関する規則の一部を改正する規則をここに

公布する。 

  平成１９年３月３０日 

 

                      津市長 松 田 直 久 

 

津市規則第１６号 

   津市終末処理場の設置及び管理に関する規則の一部を改正する規則 

津市終末処理場の設置及び管理に関する規則（平成１８年津市規則第１９０ 

号）の一部を次のように改正する。 

 第３条の表津市雲林院浄化センターの項の次に次のように加える。 

津市椋本浄化センター 津市芸濃町椋本２５７６番地 

第３条の表津市一志浄化センターの項を削る。 

  附 則 

この規則は、平成１９年３月３１日から施行する。 



 

 津リージョンプラザ内お城ホール及び展示・会議施設に関する規則の一部を

改正する規則をここに公布する。 

平成１９年３月３０日 

 

                    津市長 松 田 直 久 

 

津市規則第１７号 

   津リージョンプラザ内お城ホール及び展示・会議施設に関する規則の一

部を改正する規則 

 津リージョンプラザ内お城ホール及び展示・会議施設に関する規則（平成１

８年津市規則第５３号）の一部を次のように改正する。 

 第１号様式から第５号様式までの規定中「電子黒板 拡声装置」を「移動用

スクリーン」に改める。 

   附 則 

 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

                   




